
 

 

 

 

 

中津川市教育大綱    平成 31年度（2019年度）～平成 34年度（2022年度） 

よりよいひとりだち中津川ビジョン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年 4月 

中津川市 

  



 

- 1 - 

 

Ⅰ．基本構想 

 

１．目ざす市民像（大綱の目ざす姿） 

リニア時代の中津川市を創る市民像を 

学び、活かす市民 

として中津川市教育大綱の目ざす姿とします。 

 

 

 

 

そのためには 

 

 

 

 

が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

２．「学び、活かす市民」とは 

～ よく学び、じっくり考え、判断し、行動する市民 ～ 

よく学び   ： 生涯を通じて進んで学び、自分を知り、深める 

じっくり考え ： 学びを活かし、他者との関わりも含めて考える 

判  断   ： 経験を活かし、見通しを持って判断する 

行  動   ： 自分が決めたことを、粘り強く、柔軟に実行し、働きかける 

 

インフラが充実し、世界が狭くなるグローバル化や、少子高齢化が進むなど、社

会の状況は非常に変化が激しく価値観も多様になってきました。この傾向は、今後

もますます加速していくと思われます。子どもも大人もこうした時代を生きぬいて

いかなくてはなりません。 

【現代社会を生きぬく】 

・基礎基本を身に付け、当たり前のことが当たり前にできる力 

・さまざまな学習や体験を重ね、それを活かして判断、行動する力 

・よく調べ、理解し、自分の考えを整理して伝え、広める力 

【生きぬくための力】 

生涯を通じた学びはこうした力を獲得するのに大切です。生涯を通じた学びによ

って、変化の激しい社会のなかにあっても、自分の価値観をはっきり持ち、しなや

かに対応できるたくましい子どもたち（市民）が育ちます。また、学びを活かすこ

とで、自ら手本を示し、次代を生きぬく子どもたちを育む大人になれると考えます。 

リニア時代の中津川市を創る市民像を「学び、活かす市民」として中津川市教

育大綱の目ざす姿とします。 

【市民像】 
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３．基本方針 

 

～目標実現に向けた中津川市の教育の方向性～ 

 

■学校教育・幼児教育 

 基礎基本の習得とたくましい子の育成  ⇒ よりよいひとりだち 

 

＜軸となる施策＞  読書活動の充実 食育と体力づくりの充実 

 

キーワード 【知識と知恵】 

 

 

■生涯学習 

 いきいきとした人づくりの実現  

 

＜軸となる施策＞  市民読書の充実 スポーツの充実 

  

 

 

 

      キーワード 【学びと創造】 

 

 

  

３つの耕し 

①「読解力」を高める 

②「持久力」を高める 

③ 当たり前のことは当たり前に 

３づくり 

①「読書」による人づくり 

②「一市民 1 スポーツ」による人づくり 

③「ふるさと」に誇りをもつ人づくり 
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Ⅱ．基本施策 

１．施策方針 

【中津川市の現状】 

・南北約 49ｋｍ、東西約 28ｋｍ、面積約 676k ㎡という広大な面積を持ち、こ

の市域に１９６の教育、文化、スポーツ施設が配置されています。 

【人口の推移】 

・2010 年の人口約 8 万人が                        

2017 年には約 3 千人減少し、

65 歳以上の高齢者人口の比率

は、32％、5 年ごとの調査でおよ

そ 3 ポイントずつ上昇していま

す。 

・15 歳未満の年少人口は 5 年ごと     

の調査でおよそ 1 ポイントずつ下

降となっており、年々少子高齢化が

進行しています。 

【施設】 

・施設設備の整備、維持、あるいは適正な配置等について総合的に構想し、今後の

社会状況の変化、人口動態に柔軟に対応し、かつ持続可能な体制を創りだす必要

があります。 

【気質】 

・中津川市民は、一般に人情味が厚く、風土を大切にする、心情豊かな人たちとい

われます。地域行事への参加意識も高く、地域や子どもたちのことを考え、自ら

企画し、活動する取り組みも増えてきました。しかし、主体的に事を起こし、あ

るいは提案し、行動しようとするよりも、行政の動きを待つ傾向がみられます。 

・一方で、行政機関もまた縦割り意識が強く、組織の横断的な連携のもとに創造的

な仕事をすすめる意識に弱さが見られます。 

 

≪3 つの基本施策≫  ～基本方針を実現するために重点的に取り組むこと～ 

行政と市民、共に中津川市についてじっくり考え、積極的にまちづくりに関わっ

ていく姿勢がさらに強化されることが望まれます。生涯学習がめざす姿を市民がし

っかりとつかみ取り、自主的かつ能動的に働きかけることのできる人づくり「学び、

活かす」が重要です。こうした現状を踏まえ 

（1）「教育・生涯学習環境の整備」 

（2）「教育内容・生涯学習内容の充実」 

（3）「市民が参加する教育体制の整備」 

の３つの基本施策を掲げ、具体的な取り組みへとつなげます。 
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〔年齢3区分別人口割合の推移〕

15歳未満 15-64歳 65歳以上

42,586人9,884人 24,819人

80,910人

77,579人

84,080人

11,086人 47,053人 22,489人

12,100人 50,751人 21,229人

10,320人 43,890人

※各年10月1日現在

※H17.H22.H27は国勢調査

※H29は岐阜県人口動態統計による推計人口
※人口総計には「不詳」を含む（合計は合わない）

78,883人
24,383人



 

- 4 - 

 

（１）教育・生涯学習環境の整備 

～ 安全、安心で安定的な学習環境の整備を進めます ～ 

 

・ 広い市域には過大規模から過小規模の学校・園、調理場、文化・体育施設等多数

の教育関連施設が分散しており、老朽化も進んでいます。今後の維持・管理、お

よび適正配置と適正規模の確保、並びに有効活用が課題となっています。 

・ 地球温暖化現象に起因した環境の変化や、広い市域で生じる様々な教育的な課

題、少子化、子育ての不安、不安定要素のある家庭の増大等々への対応が円滑に、

効果的に進められる環境整備が急がれます。 

 

市有財産運用管理マスタープラン1との整合性を図りつつ、「学び、活かす人づくり」

が持続的に機能できる施設設備として整理、整備を進めます。 

教育、子育てにおける今日的課題に対応できる環境整備を進めます。 

（２）教育内容・生涯学習内容の充実 

～ 知識を身につけ、自ら学ぶ仕組みづくりを進めます ～ 

■幼児教育・学齢期の教育に関わって 

 

・ 学力、体力に関わる諸調査の結果から、単発、短期、瞬発の学習や運動には長け

ていますが、持続、読解、持久を伴う学習や運動は苦手である傾向が顕著です。

読解力、持久力を高めるための手立てが必要です。 

・ 幼稚園、保育園から小学校に上がった際に環境の変化にとまどうなど、なじめ

ない児童がいます。（小１プロブレム2） 

・ 学習指導要領の改訂3により、道徳が「特別の教科」となり、小学校では外国語

教育が中学年（3、4 年生）から始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

1
 市域全体を見渡した市有施設の再編と効率的な運営についての基本計画。 

2
 小学校に入学したばかりの 1 年生が、(1)集団行動がとれない(2)授業中に座っていられない(3)先生の話を聞

けない、などと学校生活になじめない状態が続くこと。 

3 幼稚園 2018 年全面実施、小学校 2020 年全面実施、中学校 2021 年全面実施 

 

＜施策の方針＞ 

「学力の向上」と「基本的生活習慣、規範意識の定着」を図ります。 

深く読み取る力、自分なりの考えを持って行動する力の育成、粘り強さと持久力を

身につける教育の充実を図ります。 

児童一人一人の発達を見通し、小学校教育とのつながりを考えた質の高い幼児教

育・保育を展開します。 

主体的・対話的で深い学びにより新しい時代に必要となる資質・能力の育成を図り

ます。 

＜施策の方針＞ 

＜現状と課題＞ 

＜現状と課題＞ 
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■生涯学習・生涯スポーツに関わって 

 

・ 生涯学習、生涯スポーツに関する意識を高め、より多くの市民が学習、スポー

ツに親しむ風土づくりが必要です。 

・ 豊かな心を培うため、家庭での教育力向上が欠かせません。現状では、家庭教

育に関わる取り組みが十分とはいえません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市民が参加する教育体制の整備 

   ～ 「学び、活かす人づくり」はみんなの手で進めます ～ 

 

 地域と一体となって教育活動を企画し実行する取り組みは、まだまだ十分とは

いえません。多様な経験、体験、関わりの場を生みだし、ふるさと意識を醸成す

るさまざまな活動を仕組むために、学校・園が一層地域に開かれ、地域と協働す

ることが必要です。 

 組織的、自治的な活動を進めるためには、公民館活動を軸にキーパーソンの掘り

起こし、育成に努め、活動を支援する体制を整備充実することが必要です。 

 

   

 

 

 

２．施策の体系 

基本施策 

基本施策を以下の３つで構成します。 

基本施策１『教育・生涯学習環境の整備』 

基本施策２『教育内容・生涯学習内容の充実』 

基本施策３『市民が参加する教育体制の整備』 

生涯にわたって学び、運動に親しむ意識を高めることで、「よく考え、判断し、

行動する力」、「次世代を育成する力」の向上につなげます。 

生涯学習の第一歩は「読書活動」、また生涯スポーツの第一歩は「歩くことから」

を合言葉に事業を進め、生活に密着した生涯学習の基礎を培います。 

さまざまな学習機会の提供と、学習成果を活かすことのできる場を設け『生涯学

習社会』の実現をめざします。 

 

＜施策の方針＞ 

＜現状と課題＞ 

積極的に情報を提供し、一層地域に開かれた学校、園づくりをすすめ、地域の教

育力を活かします。 

地域の絆を深め、教育力の向上につなげていくために、市民活動の参画を得て、

人づくり、まちづくり事業を進めます。 

＜施策の方針＞ 

＜現状と課題＞ 
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基本施策ごとの具体的な施策 
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■よりよいひとりだちを促す学校教育環境整備 

■幼児教育を充実させる環境整備 

■少子化対策・子育て支援に資する環境整備 

■市民の学習活動のための環境整備 

■全市民が等しく享受できる読書環境整備 

■人づくり、まちづくりに活かす文化施設の再編と整備 

■スポーツ施設の効果的な運営と施設の整備 

■市の特色を活かした歴史文化資源の整備 

 

 

■地域との連携による学校教育の充実 

■地域との連携による幼児教育・子育て支援の充実 

■活力ある地域づくりの推進 

■ボランテイアの支援と協働推進 

■ふるさとの絆を深める事業 

■国際・国内交流の推進 

 

■新しい教育のしくみづくり 

■生きぬく力を育む学校教育 

■みんなで育つ幼児教育 

■少子化対策・子育て支援 

■学ぶ・活かす楽しい学習 

■親子が幸せに育つ家庭教育 

■未来を切り拓く子どもたちの育成（青少年の健全育成） 

■人づくりにつながる読書活動 

■守り・育てる中津川の文化 

■健康で、ライフステージに応じたスポーツ 

市
民
が
参
加
す
る
教
育
体
制
の
整
備 


